
総務・市民２
，３
３
７
万
円

地
方
創
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

交
付
金

　

佐
賀
県
が
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
、
佐
賀
段
階

チ
ャ
レ
ン
ジ
交
付
金
事
業
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
各
地
域

や
集
落
な
ど
の
維
持
お
よ
び

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
市

民
団
体
の
自
主
的
な
取
組
み

を
支
援
す
る
。

問 

小
城
市
に
お
け
る
採
択
さ

れ
た
事
業
内
容
は
。

答 

①
国
登
録
有
形
文
化
財

を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
事
業

② 

地
域
の
人
つ
な
ぎ
・
交
流

事
業

③ 

環
境
保
全
事
業

④ 

ふ
る
さ
と
小
城
情
報
発

信
・
Ｐ
Ｒ
活
動
事
業

⑤ 

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
「
小
城

寒
鯉
ま
つ
り
」

⑥ 

特
産
品「
羊
羹
」「
ぶ
ど
う
」

を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業

⑦ 

伝
統
あ
る
小
城
祇
園
ま
つ

り
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
事
業

⑧ 

牛
津
小
学
校
伝
統
文
化
学

習
事
業
、
お
よ
び
華
太
鼓

ジ
ュ
ニ
ア
の
地
域
文
化
保

存
事
業

⑨ 

体
験
と
食
を
通
じ
た
地
域

交
流
・
活
性
化
・
観
光
ブ

ラ
ン
ド
事
業

⑩ 

小
城
の
歴
史
を
活
か
し
た

文
化
活
性
化
「
お
も
て
な

し
隊
」
事
業

　
以
上
10
件
で
あ
る
。

１
，３
３
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助
成
事
業（
牛
津
町
勝

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
）

　

集
会
施
設
建
設
等
に
助
成

を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
す
。

教育・文化・福祉

７
０
万
円

砥
川
小
学
校
実
践
的
安
全

教
育
総
合
支
援
事
業

　

砥
川
小
学
校
６
年
生
５
名

と
引
率
者
２
名
に
て
、
宮
城

県
内
に
２
泊
３
日
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
を
行
う
。
６
年

生
と
し
て
砥
川
地
区
の
こ
れ

ま
で
の
災
害
や
防
災
対
策
に

つ
い
て
も
学
習
す
る
。

問 

ど
ん
な
活
動
内
容
か
。

　

 

現
地
の
生
徒
と
交
流
し

た
り
、
避
難
施
設
へ
の
訪
問

な
ど
を
行
う
。

２
５
０
万
円

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業

　

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
必
要
な
備
品
の
整
備
な
ど

に
助
成
を
行
い
、
地
域
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

問 

財
源
や
内
容
な
ど
は
。

答 

財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
財

源
と
し
て
、
平
成
28
年
に
７

０
０
年
を
迎
え
る
祇
園
祭
に

統
一
感
を
出
し
、
地
域
の
連

帯
感
を
強
め
る
た
め
に
、
小

城
町
の
上
町
、
中
町
、
下
町

各
区
に
新
し
く
法
被
を
製
作

す
る
。

主
な
事
業

答

▲牛津華太鼓ジュニア

▲祇園祭

　

野
口
司
郎
税
務
課
長
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

小
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

が
平
成
27
年
２
月
28
日
を

も
っ
て
辞
任
し
た
の
で
、
後

任
に
松
尾
節
子
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

永
渕
和
正
、
岸
川
英
樹
の

両
議
員
を
都
市
計
画
審
議
会

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。

（
第
１
号
）

　
安
全
保
障
法
制
の
慎
重
審

議
を
求
め
る
意
見
書（
否
決
）

　
　
　
　

　

最
近
の
世
界
情
勢
を
見
れ

ば
、
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る

紛
争
が
我
が
国
に
身
近
に

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
安
全
保
障
関
連
法

案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
法
案
の
成
立
は

我
が
国
が
抱
え
て
い
る
専
守

防
衛
に
何
ら
変
化
す
る
こ
と

も
な
く
、
戦
争
が
で
き
る
と

は
ほ
ど
遠
い
法
案
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
安
全
保
障
法
制

は
、
憲
法
９
条
を
蹂
躙
す
る

戦
争
法
案
で
あ
る
。
憲
法
審

査
会
に
お
い
て
も
憲
法
学
者

３
人
全
員
が
憲
法
違
反
と
の

見
解
を
示
し
た
。
安
倍
首
相

は
大
幅
な
会
期
延
長
を
行
っ

た
今
国
会
で
安
全
保
障
法
制

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
こ
そ
慎
重
な
審
議
を

行
い
、
国
民
の
疑
問
や
不
安

の
声
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
第
２
号
）

　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書（
可
決
）

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任

人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦

都
市
計
画
審
議
会
委

員
の
任
命

意
見
書

討
　
　
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

松尾　節子 氏

2015年８月号3

予
算
の
な
か
み

人　

事
・
意
見
書


